
H2７ 学力向上を図るための調査結果のお知らせ   練馬区立開進第一小学校 

 今年度の学力調査の結果をお知らせします。この結果をもとに、児童によりわかりやすい授業を行う

ために、授業改善プランを作成しました。授業改善プランはホームページでお知らせいたします。 

＜6年生 全国学力・学習状況調査  4月 2１日実施（文部科学省）＞ （平均正答率％） 

国語 A 主として知識  

 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

開一小 ５４．４ ８６．８ ５８．１ ７９．１ 

東京都 ５７．４ ８７．７ ５９．０ ７８．６ 

全 国 ５３．０ ８６．０ ５５．２ ７７．２ 

国語 B 主として活用  

 国語への 

関心・意欲・態度 

書く能力 読む能力 

開一小         ５４．２ ６１．４ ６８．３ 

東京都 ５５．７ ６２．２ ６８．６ 

全 国 ５５．４ ６１．１ ６８．１ 

 「B関心・意欲・態度」の結果が十分ではありませんでした。この設問は、書く能力・読む能力の

問題に記述式で答えるものでした。「A 伝統的な言語文化と国語の特徴に関する事項」は、よく理解

できています。これは、漢字の読み書き、主語・述語や文型に関する内容です。 

算数 A 主として知識 

 数と計算 量と測定 図形 数量関係 

開一小 ８０．８ ６７．３ ６６．２ ８５．５ 

東京都 ８１．４ ７３．６ ６９．２ ８５．４ 

全 国 ８０．１ ７１．３ ６４．５ ８４．９ 

算数 B 主として活用 

 数と計算 量と測定 図形 数量関係 

開一小 ５０．７ ４９．７ ５５．５ ５２．９ 

東京都 ４５．３ ４４．６ ４８．５ ４５．８ 

全 国 ４２．４ ４１．７ ４５．６ ４３．０ 

 「算数 B 主として活用」では、大変良好な学習状況です。児童は、学んだ知識・技能をもとに、

よく考え活用して学習しています。「A 量と測定」は時間と時刻、図形の角度や分度器に関する問

題で、「A図形」は、円と三角形、直方体に関する問題で、さらに習熟が必要です。 

理科 

 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

開一小         ６４．２ ５７．９ ７３．９ 

東京都 ６２．４ ５７．１ ６９．０ 

全 国 ６０．５ ５５．５ ６８．６ 

 今年度初めて、理科の調査が行われました。総じて良好な学習状況です。特に「知識・理解」の
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内容は、児童がよく習得しているといえます。 

＜５年生 児童・生徒の学力向上を図るための調査  7月２日実施（東京都教育委員会）＞ 

A 教科の内容 （正答率％） 

 関心・意欲・態度 思考・表現・判断 

（国語：話す・聞く） 

技能 

（国語：書く） 

知識・理解 

（国語：言語） 

読む 

 開一小 東京都 開一小 東京都 開一小 東京都 開一小 東京都 開一小 東京都 

国語 ８１．４ ８７．８ ７０．６ ７４．６ ６２．１ ６１．２ ６１．５ ６１．３ ６４．６ ６３．６ 

社会 ８９．７ ８８．３ ５９．１ ６０．８ ６９．８ ６８．１ ４７．４ ４４．７   

算数 ７９．４ ７８．４ ５８．８ ５９．２ ６５．９ ６８．２ ６４．３ ６９．５   

理科 ９２．２ ９１．３ ５８．８ ５９．４ ６９．３ ７１．４ ７２．２ ７３．７   

 概ね都の平均と同程度の学習状況ですが、国語の２つの観点、算数の１つの観点（下線付）で、

習熟が十分ではありませんでした。今後、習熟に力を入れていきます。 

B 読み解く力に関する内容 

 取り出す力 読み取る力 解決する力 

 開一小 東京都 開一小 東京都 開一小 東京都 

国語 ４８．０ ５６．０ １４．７ ７．３ ３８．２ ３７．７ 

社会 ６３．７ ５７．０ ５２．５ ４８．７ ３０．４ ３２．８ 

算数 ７３．５ ７４．６ ２５．０ ２５．８ ３６．３ ３８．８ 

理科 ６０．８ ６０．５ ６２．３ ５５．５ ５７．４ ５６．２ 

「取り出す力」とは、必要な情報を正確に取り出す力  「読み取る力」とは、比較関連付けて読み取る力 

「解決する力」とは、意図や背景、理由を理解･解釈･推論して解決する力 

 特に理科では、学力が身についていると言えます。４つの観点（二重下線付）で、大変良好な学

習状況です。 

C 学年の合計正答数の人数分布 

 縦軸は人数、横軸は正答数を表しています。国

語では正答数が多い児童が多くなっています。   

国語・社会・理科では、正答人数の分布の山が

ほぼ一つですが、算数では正答数が１６問と２４

問で２つの山ができています（★印）。これは算数

の得意な児童と苦手な児童の差が開いていること、

学力が２極化していることを示しています。算数

は特に下学年の内容がわからないと上学年の内容

が理解しにくい、積み重ねが最も必要な教科であ

ることが原因していると思われます。                 

 この問題を解消するためには、算数の授業では

学級を解体し、児童の習熟度に合わせて学習集団

を編成し、児童それぞれに合わせた内容や進度で

授業を行う必要があります。そこで、本年度より

３～５年生で習熟度別学習を取り入れ、児童一人

一人に合わせた学習ができるようにしました。 


